
政策の柱 政策名 15　「富山物質循環フレームワーク」の実現に向けた「とやまモデル」の確立

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容 【参考】
R5予算額

840

740

5,000

1,030

3,500

5,000

8,114

300

22,000

9,540

500

680

400

21,330

5,650

3,500

840
の一部

　・【拡】食品ロス・食品廃棄物削減対策事業
　　　食品関連事業者から排出される食品ロス等の実態調査、フードバンク活動の促進、
　　　「3015運動」の促進、期限間近商品の優先購入促進キャンペーンの実施など

　・「とやまのエコフィード」利用畜産物ブランド化推進事業
　　　地域内未利用資源の飼料利用の促進と酒粕の活用による「とやま和牛」のブランド化の推進

　・とやま環境未来チャレンジ事業（再掲）
　　　小学校で地球温暖化・３R・食品ロス対策等に関する学習プログラムを実施

（３）環日本海・アジア
地域における資源効
率性・３Ｒの推進への
貢献

■環日本海・アジア地域における資源効率性・３Ｒの推進への貢献

　・とやま廃棄物プラン推進事業（再掲）
　　　環日本海・アジア諸国との環境協力に係る情報交換等を実施

　・【新】県有低濃度PCB廃棄物処理事業
　　　県が保有する低濃度PCB廃棄物の処理

（２）食品ロス・食品廃
棄物対策の推進

■食品ロス・食品廃棄物対策の推進

　・【新】家庭系食品ロス実態調査事業
　　　家庭で発生する食品ロス・食品廃棄物についてのアンケート、ごみ組成調査の実施

　・【新】食育推進全国大会普及啓発事業
　　　全国大会（本県開催）おける食品ロス・食品廃棄物削減に係るイベントの開催、啓発の実施

　・食品ロス削減アクション拡大事業
　　　家庭で余った食材を持ち寄って料理するサルベージ・パーティの開催団体と県認定
　　　サポーターのマッチング

　・フードドライブマッチング推進事業
　　　フードドライブの実施団体への資材の貸出し、実施情報のＰＲ

■廃棄物の適正処理の推進

　・不法投棄等防止対策事業
       事業者等への啓発活動や監視活動の実施

　・不法投棄監視パートナー促進事業
       「とやま不法投棄監視パートナー協力団体」の募集・登録

　・リサイクル認定事業
       リサイクル製品、エコ事業所、エコ・ステーションの認定と制度の普及啓発を実施

　・【新】プラスチックごみリサイクル支援マッチングサイト構築事業
      プラスチック資源循環を進めるため、県内の廃プラスチック排出事業者とリサイクル業者、
      プラスチック製品メーカーによる新たな連携を支援

  ・とやまエコ・ストア制度普及・拡大事業（再掲）
      登録事業者の追加募集、制度の普及啓発（ノートレイやバイオマスプラスチック等の代替
　　　容器への転換の推進を含む）等を実施

　・とやま環境未来チャレンジ事業（再掲）
　　　小学校で地球温暖化・３R・食品ロス対策等に関する学習プログラムを実施

　・【拡】災害廃棄物処理体制強化促進事業
　　　適切かつ迅速な災害廃棄物の処理につなげるため、災害廃棄物の仮置場の設置・運営
　　　訓練等を実施

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

安心とやま

県民・事業者・行政等の連携協力のもと、県内はもとより環日本海・アジア地域においても資源効率性・３Ｒの取組
みが進み、循環型社会づくりに資する先進的な「とやまモデル」が確立されていること。

（１）資源効率性・３Ｒ
等の推進

■廃棄物の排出抑制・循環的利用の推進

　・とやま廃棄物プラン推進事業
　　　産学官によるプロジェクトチームによる産業廃棄物等の減量化や再生利用に向けた
      具体的な検討、廃棄物処理施設の視察調査等を実施



＜参考＞
活動指標

26,835t 25,000t 42,000t

126回 125回 250回

49件 70件 70件

とやまエコ・ストアでの資源物回収量
とやまエコ・ストアでのトレイ・ペットボトルなどの資
源物回収量の累計数

食品ロス削減に関する講演回数 食品ロス削減に関する講演の累計回数

海外展開に関するサポート件数（累計）
海外展開に取り組む県内環境関連企業に対する
サポート件数

指標名
現況
R3年度

目標

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)


